
浜松市糖尿病性腎症
重症化予防プログラムにおける

薬局薬剤師の役割

浜松市薬剤師会 副会長 月井英喜

2022年10月22日 糖尿病のよりよい連携医療をめざす会



COI開示

月井英喜

日本イーライリリー株式会社主催（共催）講演会における発表に関連し、
開示すべきCOI関係は下記の通りです。

講演料・謝礼：なし



本日は

•浜松市糖尿病性腎症重症化予防プログラムについて

•プログラムにおける薬局薬剤師の役割について



浜松市糖尿病性腎症
重症化予防プログラム策定の背景

• 糖尿病性腎症は、人工透析の原疾患のおよそ４割を占め最も多い。

• 人工透析は生活の質を著しく低下させ、かつ医療経済的にも社会的
に大きな負担となる。

• 国は糖尿病患者数の増加を課題とし、日本医師会、日本糖尿病対策
推進協議会、厚労省で連携協定を締結し、糖尿病による腎不全、
人工透析への移行を防止することを目的とした「糖尿病性腎症重症
化予防プログラム」を平成２８年に策定。

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kokuho/kokuho_nenkin/tokuteikensin/hokensido.html



患者千人当たりの人工透析（新規）患者数の推移



•浜松市国民健康保険においても患者千人あたり人工透析
患者数が国のおよそ1.4倍と多く、糖尿病性腎症対策が
急務。

•市は「第２期データヘルス計画」において生活習慣病、
特に糖尿病重症化予防への対策を強化すべきとし、
令和元年６月から「浜松市国民健康保険 糖尿病性腎症
重症化予防検討会」を立ち上げ、市としてのプログラム
策定のための検討をスタートし、令和３年策定。

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kokuho/kokuho_nenkin/tokuteikensin/hokensido.html



目的

•本プログラムは、糖尿病が重症化するリスクの
高い被保険者が関係機関の連携により、
適時適切な医療、保健サービスを受けることで、
末期腎不全への移行及び死亡を防ぐことを目的
とする。

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kokuho/kokuho_nenkin/tokuteikensin/hokensido.html



特徴

•本プログラムは、国及び県のプログラムを参考にしたが、
具体的な内容は、市（保険者）の実情を踏まえ策定

•糖尿病性腎症の進行を食い止めるため、治療強化により
可逆的に病期を改善できる腎症２期からの腎疾患評価及
び患者教育を行うことを推奨

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kokuho/kokuho_nenkin/tokuteikensin/hokensido.html





•保険者（市）は、対象者に対し、かかりつけ医
（一般医療機関）への受診勧奨を行う。

•医療では、早期から病診連携を強化することに
よって、対象者の生活習慣の改善を促し、集学的
治療を促進する。また、病診連携の体制を整え、
腎臓専門医の対応の標準化を図っていく。

•かかりつけ歯科医やかかりつけ薬剤師（協力薬
局）、管理栄養士は、かかりつけ医等医療機関と
の連携を強化して重症化予防に務める。

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kokuho/kokuho_nenkin/tokuteikensin/hokensido.html



介入方法

• ア 受診勧奨通知

• 保険者（市）は、対象者に、かかりつけ医（一般医療機関）への
受診を通知により促す。通知には、医療機関への依頼書兼受診結
果報告書を同封する。

• 個人の事情等により、直ちに医療機関へ受診できない対象者を考
慮し、かかりつけ薬剤師（協力薬局）での保健指導の紹介ちらし
を同封する。

• かかりつけ薬剤師（協力薬局）は、対象者から受診前に相談が
あった場合は、薬剤師の役割欄の内容を指導し、依頼書兼報告書
に必要事項を記載の上、かかりつけ医への受診を促す。

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kokuho/kokuho_nenkin/tokuteikensin/hokensido.html



https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kokuho/kokuho_nenkin/tokuteikensin/hokensido.html



https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kokuho/kokuho_nenkin/tokuteikensin/hokensido.html



介入方法

イ 医療での流れ（推奨）

•通知を受け取った対象者が、かかりつけ医

（一般医療機関）へ受診し、検尿等の必要な検査

指導を受け、必要時、専門医（腎臓内科・専門

医療機関）へ紹介される。

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kokuho/kokuho_nenkin/tokuteikensin/hokensido.html



かかりつけ医から専門医への紹介の目安

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kokuho/kokuho_nenkin/tokuteikensin/hokensido.html



本日は

•浜松市糖尿病性腎症重症化予防プログラムについて

•プログラムにおける薬局薬剤師の役割について



関係機関の役割（かかりつけ薬剤師、協力薬局）

•糖尿病治療の必要性を説き、医療機関への受診勧奨及び
治療継続の指導を行う。

•服薬指導（副作用などを含む）及び理解度の確認を行う。

•必要に応じ、生活指導や療養指導を行い、

かかりつけ医等と連携する。

•必要に応じ、かかりつけ医等へ服薬に関する情報提供や
疑義照会を行う。

•特定健診を毎年受診する必要性について指導を行う。

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kokuho/kokuho_nenkin/tokuteikensin/hokensido.html
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対応の流れ
浜松市国民健康保険 → 対象者に“受診勧奨通知”を郵送

① 医療機関を受診

※ 薬局による保健指導の
取組み無し

② 薬局に相談

➡ 対象者から電話等で予約が入り、日時を決定する
（国保より送られた書類一式の持参をお願いする）

➡ 依頼書兼結果報告書を持参し、来局

・状態を確認し、『保健指導』『受診勧奨』を実施する
「依頼書兼結果報告書」を記入し、対象者に返却

（保健指導 実施後）
➡ 「薬局でのチェックシート」を薬剤師会へFAX

（ ➡医療機関への受診困難・拒否の場合 ）後日、電話連絡等をし、再度の保健指導、受診勧奨を検討

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kokuho/kokuho_nenkin/tokuteikensin/hokensido.html
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対象者には
依頼書兼結果報告書（４枚複写）
が郵送される

特定健診で得られる情報
（浜松市にて記載済）

・健診受診日 ・実施医療機関
・HbA1c ・血清クレアチニン
・eGFR ・尿蛋白

薬局薬剤師が保健指導し、記入する欄

・相談日 ・薬局名 ・薬剤師名
・助言内容

依頼書兼結果報告書

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kokuho/kokuho_nenkin/tokuteikensin/hokensido.html



② 薬局名 ③ 薬剤師名（指導した者）① 相談日（初回）

④ 助言内容（実際の指導内容）

４枚綴りの複写式 ➡ 手書きで対応ください。
（押印等を利用する場合、複写分まで押印する）

依頼書兼結果報告書の薬局記載項目

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kokuho/kokuho_nenkin/tokuteikensin/hokensido.html
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① 特定健診の結果 転記

・氏名、生年月日、年齢、性別

・健診受診日
・実施医療機関
・HbA1c
・血清クレアチニン
・eGFR
・尿蛋白

・薬局での相談・保健指導日

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kokuho/kokuho_nenkin/tokuteikensin/hokensido.html



② 確認した事項・指導した内容

項目に「✔」、必要に応じ自由記載

③ 薬局名、指導薬剤師名

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kokuho/kokuho_nenkin/tokuteikensin/hokensido.html



各種 書類ＤＬ （浜松市薬剤師会ＨＰ）



患者への保健指導
糖尿病への対応

・生活習慣の修正

（適切な体重管理（BMI 22）、運動、禁煙、塩分制限食など）

・血糖（HbA1c 7.0%未満）

・血圧（収縮期血圧130mmHg未満かつ拡張期血圧80mmHg未満）

・血清脂質 LDLコレステロール120mg/dL 未満

HDLコレステロール40mg/dL 以上

中性脂肪150mg/dL 未満（早朝空腹時）

腎障害への対応

・脱水をおこさないようにする

・腎障害を誘発するような薬を避ける

CKD診療ガイドライン2018 p135 CQ4



具体的な保健指導内容 （例）

・高い血糖を放置すると合併症として腎機能が低下していく
可能性が高いと伝えた

・糖尿病の合併症は自覚症状が現れにくいため早めに血糖管理を
おこなう必要性を指導した

・糖分の入ったドリンクなどを頻繁に飲むため、糖分のない
お茶や麦茶を勧めた

・このまま放置すると、失明したり、足の切断などが必要になる
など、脅すような指導内容

ＮＧ

（演者作成）



保健指導、療養指導のポイント

•病気に対する本人の考えを聞き、同意する。

•今後どうしていきたいのかを聞き取る。

•受診勧告に対して、できない理由を引き出す。

•行動に対しては、プラスの評価する。

•継続サポートの検討 （１回の面談で病識は変わらない）

•マイナスイメージは危険 ➡ 治療意欲の低下

注意

（演者作成）



対応薬局の認定
令和３年度「浜松市国民健康保険糖尿病性腎症重症化予防対応薬局」推薦管理要領

（目的）

第１条 浜松市国民健康保険糖尿病性腎症重症化予防プログラムのうち、

薬局における医療連携推進業務に関する対応薬局の推薦要件を定めることを目的とする。

（推薦対象施設）

第２条 推薦対象施設は浜松市内の薬局とする。

(推薦要件)

第３条 一般社団法人浜松市薬剤師会(以下「薬剤師会」という。)の推薦要件は、次の各号をす

べて満たす薬局とする。

（１） 薬剤師会が指定する研修会を受講している薬剤師が常勤していること。

（２） 薬剤師会が適切であると判断した薬局であること。

令和３年度「浜松市国民健康保険糖尿病性腎症重症化予防対応薬局」推薦管理要項
https://www.hamayaku.org/page.php?p=12160



認定研修
令和３年３月６日（土） アクトシティコングレスセンター会議室

３月１０日（水） アクトシティコングレスセンター会議室

研修内容

①「糖尿病性腎症重症化予防プログラム事業について」 浜松市薬剤師会 副会長 月井英喜

②「医師から薬剤師にお願いしたい糖尿病指導」 きくち内科クリニック 院長 菊池範行 先生

③「薬剤師がおこなう保健指導」 アトム薬局 下條浩史

レモン薬局 伊藤譲

https://www.hamayaku.org



対応薬局数
対応薬局数

中区 ３８

東区 １９

西区 ７

南区 １０

北区 ８

浜北区 １７

天竜区 ３

計 １０２

浜松市薬剤師会
会員薬局数 ３３０

https://www.hamayaku.org



（演者作成）



相談者の概要 １０名の内訳

リスク者 ４名

ハイリスク者 ５名

中断者 １名

（演者作成）



令和４年度への対応
１ 新規更新研修

日時 令和４年２月５日 場所 浜松市薬剤師会 研修室 参加人数 ４２名

内容 １.糖尿病性腎症重症化予防プログラム事業について 浜松市薬剤師会 副会長 月井英喜

２.医師から薬剤師にお願いしたい糖尿病指導 きくち内科クリニック 院長 菊池範行先生

３.薬剤師が行う保健指導 アトム薬局 下條浩史

２ 更新研修会

①日時 令和３年４月２６日 場所 浜松市薬剤師会 研修室及びオンライン受講 参加人数 １１８名

内容 薬剤師さんが知っておくべき新しい腎性貧血のミカタ

いそざきファミリークリニック院長 磯崎泰介先生

②日時 令和３年５月２０日場所 浜北文化センター及びオンライン受講 参加人数 ８４名

内容 １.私が考える糖尿病注射剤の対処 浜松労災病院 薬剤部主任 河村紳介先生

２.実臨床におけるGLP-1受容体作動薬の使用感と今後への期待

浜松医療センター臨床研究管理センター長兼治験管理室長兼内分泌代謝内科部長 長山浩士先生

https://www.hamayaku.org
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